
着物にみる
療養所のくらし

国立ハンセン病資料館
春季企画展

2010年4月24日（土）～7月25日（日）

国立ハンセン病資料館 企画展示室

●所 在 地　　〒189-0002　東京都東村山市青葉町4-1-13

　　　　　　　TEL  042-396-2909　FAX  042-396-2981

●開館時間　　午前9時30分～午後4時30分（入館は午後4時まで）

●休 館 日　　月曜日（月曜祝日の場合は火曜日）・祝日の次の日

●入 館 料　　無料
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「うどん縞」、「官給品」…。
入所してすぐに渡された。
2年間も使うことになっていた。

割り当てられたのは針仕事だった。
家族のためではなく、同病者のため、
共同生活の中で行った。
何度も仕立て、洗い、繕った。

「浴衣」「衣装」「ユニホーム」…
ときおりの歌舞伎や祭りに日常を忘れた。

病衣（邑久光明園　1940年代後半～1960年代）

国立ハンセン病資料館
 交通案内
● 西武池袋線清瀬駅南口より、久米川駅行きまたは所沢駅東口行きバスで約10分
● 西武新宿線久米川駅南口より、清瀬駅南口行きバスで約20分
　 いずれもバス停留所「ハンセン病資料館」で下車すぐ
● JR新秋津駅、西武池袋線秋津駅より徒歩約20分
● 関越自動車道　所沢I.C.より約30分

多磨全生園入所者によるギャラリートーク、および学芸員の展示解説
を5月・6月・7月の第1土曜日に予定しています。詳細は追って当館
ホームページ（http://www.hansen-dis.jp/）などでお知らせします。

表写真　うどん縞の袷（多磨全生園　1910年代～1950年代）

国立ハンセン病
資料館

洗濯板・たらい（駿河療養所　1940年代後半～1970年代）
愛生園自警団法被
（長島愛生園　1930年代～1980年代）

「着物」から見えてくるもの、
それは療養所の中の日々。
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